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第71話 

 

　
今
回
は
、
１
月
号
の
広
報
に
引

き
続
き
、
三
木
家
史
料
の
中
の
文

政
６
年
（
１
８
２
３
）
１
月
「
諸

御
用
日
記
」
を
素
材
に
、
大
庄
屋

三
木
家
の
職
務
の
一
つ
と
し
て
、

村
々
か
ら
姫
路
藩
宛
の
願
書
へ
押

印
す
る
こ
と
に
つ
い
て
み
て
み
ま

し
ょ
う
。 

　
例
え
ば
、
文
政
６
年
１
月
に
、

辻
川
組
田
尻
村
の
庄
屋
庄
右
衛
門

が
代
官
内
海
藤
橋
の
役
所
へ
願
書

を
提
出
し
、
同
村
の
佐
兵
衛
な
る

人
物
は
く
ら
し
向
き
が
よ
く
な
く
、

同
村
の
庄
八
の
家
に
同
居
し
た
い

と
願
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
認

め
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。 

　
詳
細
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
姫
路
藩
に
よ
る
領
内
の
人

口
調
査
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、

同
藩
へ
届
け
出
る
必
要
が
あ
っ

て
の
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
し
か
し
、
注
意
し
た
い
の
は
、

田
尻
村
の
庄
屋
庄
右
衛
門
は
代

官
所
へ
直
接
願
書
を
提
出
す
る

の
で
は
な
く
、
大
庄
屋
三
木
藤

作
が
押
印
し
た
上
で
、
代
官
所

へ
提
出
し
て
い
る
こ
と
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
辻
川
組
内
の 

村
々
か
ら
代
官
所
へ
願
書
を
提

出
す
る
際
に
は
、
各
村
か
ら
直

接
提
出
す
る
の
で
は
な
く
、
大

庄
屋
が
取
り
次
い
で
、
代
官
所
へ

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の

で
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
藤
作
は
自

ら
の
管
轄
す
る
辻
川
組
内
に
住
む

百
姓
の
願
い
を
把
握
し
、
そ
の
是

非
を
判
断
し
て
い
た
の
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
彼
が
願
書
に
押
印
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
願

書
が
代
官
所
へ
提
出
し
て
も
問
題

の
な
い
内
容
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。
大
庄
屋
で
あ
る
藤
作

は
、
辻
川
組
を
範
囲
に
、
こ
の
よ

う
な
判
断
を
下
す
権
限
も
持
っ
て

い
た
の
で
す
。 

福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う

福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う 

福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う 

〜
神
戸
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
報
告
〜 

大
庄
屋
三
木
家
の
職
務
②
　
地
域
連
携
研
究
員
　
山
　
善
弘 

歴史民俗資料館だより 

　新たに収蔵された郷土資料や５５年前の福崎町合併
に関連する史料を紹介します。 
　また、町内初公開となる東広畑古墳の遺物からは、
このたび保存処理を終え、その姿が明らかになった柄
頭など、大変めずらしい資料を特別紹介します！ 

同時開催 

入館 
無料 【5月の休館日】6日、9日、16日、23日、30日 

　
４
月
１
日
か
ら
柳
田
國
男
・
松

岡
家
記
念
館
は
、
福
崎
町
の
施
設

と
し
て
新
た
に
出
発
し
ま
し
た
。

町
営
と
な
り
、
当
分
の
間
、
入
館

料
は
無
料
に
な
り
ま
す
。 

　
柳
田
國
男
や
そ
の
ご
兄
弟
の
功

績
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

郷
土
の
偉
人
と
身
近
に
ふ
れ
る
場

所
で
あ
る
よ
う
運
営
し
て
い
き
ま

す
。 

　
周
辺
に
は
、
郷
土
の
歴
史
探
求

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
歴
史
民

俗
資
料
館
や
三
木
家
な
ど
貴
重
な

文
化
ゾ
ー
ン
が
広
が
っ
て
い
ま
す

の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
８
月
に
は
「
柳
田
國
男

５０
年
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
れ
を
機
に
、
「
民
俗
学
の
ふ

る
さ
と
福
崎
」
を
全
国
に
発
信
し

て
い
き

ま
す
の 

で
、
ど

う
ぞ
よ

ろ
し
く

お
ね
が

い
し
ま 

す
。 

町
立
町
立 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
　

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
　 

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

新
た
な
出
発

新
た
な
出
発
!!
 

町
立 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
　 

　
　
　
　
　
　
　
　 

新
た
な
出
発
!!
 入館料 無料に！ 入館料 無料に！ 

▲『諸御用日記』より（文政６年：１８２３） 

　今年は新たに、古文書講座も始まる予定ですので、
郷土の歴史史料とふれる新たな楽しみを見つけて
ください。  
時間：１３：３０～１５：００　場所：神崎郡歴史民俗資料館  
①古文書からみる福崎 

　開催日／５月２１日（土）　講師／河野未央さん（神戸大学） 

②柳田のふるさと～神崎郡の神話～ 

　開催日／７月９日（土）　講師／坂江　渉さん（神戸大学） 

③化石のはなし～丹波竜の発見された地層～ 

　開催日／９月１７日（土）　講師／古谷　裕さん 

　　　　　　　　　　　　　　　（兵庫県立人と自然の博物館） 

④三木家と柳田國男 

　開催日／１１月１２日（土）　講師／山　善弘さん（神戸大学） 

⑤播磨と紀州の２つの神社に伝わる田楽の研究 

　開催日／平成２４年２月１８日（土）　講師／大渡敏仁さん 



ほん・ひと・ゆ
めのひろば
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福
崎
町
で
補
導
委
員
と

し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
方 

々
は
、
地
域
か
ら
２３
人
、

学
校
関
係
か
ら
８
人
、
計

３１
人
で
す
。
青
少
年
を
有

害
な
環
境
か
ら
守
る
た
め
、

街
頭
指
導
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
実
践
し
、

青
少
年
の
健
全
育
成
や
非

行
化
の
防
止
等
に
努
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

※
平
成
２３
年
度
青
少
年
補

導
委
員
の
委
嘱
を
受
け
ら

れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
） 

【
福
崎
地
区
】 

　
西
川
英
隆
　
西
川
眞
吾 

　
橋
本
清
彦
　
福
島
和
江 

　
赤
松
大
弘
　
松
本
智
子 

　
楠
田
義
和
　
松
本
廣
幸 

【
高
岡
地
区
】 

　
森
本
武
弘
　
加
納
正
博 

【
田
原
地
区
】 

　
東
影
寛
久
　
能
瀬
林 

　
松
岡
真
奈
美
　
福
島
秀
幸 

　
長
谷
川
孝
子
　
駒
田
富
男 

　
山
田
せ
い
子
　
佐
伯
正
全 

　
松
岡
聡
介
　
古
田
眞
理
子 

【
八
千
種
地
区
】 

　
牛
尾
雅
一
　
藤
澤
等 

　
玉
置
幸
子 

【
学
校
関
係
】 

　
栗
岡
寿
衣（
田
原
幼
） 

　
久
後
龍
馬（
福
崎
小
） 

　
前
田
茂（
高
岡
小
） 

　
岩
城
真
介（
田
原
小
） 

　
大
葉
恭
裕（
八
千
種
小
） 

　
大
西
啓
司（
福
崎
西
中
） 

　
高
橋
浩
之（
福
崎
東
中
） 

　
江
尻
裕
史（
福
崎
高
校
） 

（
社
会
教
育
課
） 

5月10日（火）～ 
5月15日（日） 

5月21日（土） 
11：00～11：30

リサイクルブックフェア 

おはなし会 

（対象：４歳ぐらい～小学生） 

5月28日（土） 
14：00～14：30

子ども映画会「ライオンとねずみ」 

（対象：幼児～小学生） 

えほんのじかん 

（対象：０歳～。大人の方もどうぞ） 

おたのしみ会 

（対象：幼児～小学生） 

6月1日（水） 
11：00～11：30

6月4日（土） 
14：00～14：30

お
は
な
し 

の
へ
や
　 

お
は
な
し 

の
へ
や
　 

メ
デ
ィ
ア 

ル
ー
ム
　 

メ
デ
ィ
ア 

ル
ー
ム
　 

メ
デ
ィ
ア 

ル
ー
ム
　 

日　時 内　　容 場所 

行事予定（５月１０日～６月４日） 

保存期間の過ぎた雑誌などを無料で配布します。 
日時：５月１０日（火）～１５日（日）１０：００～１６：００ 
場所：図書館　メディアルーム 
＊図書館利用カードをお持ちください。 
＊一人１０冊まで 

資料整理日６月２日（木）休館 

子どもたちのことで 
お気づきのことがあれば、 
地域の補導委員、補導センター 
（　２６－１０１０）、 
教育委員会 
（　２２－０５６０）へ 
ご相談ください。 

　４月８日、吉田の 
「山口たゑ」さんが満
百歳を迎えられました。 
　お祝い訪問の際には、
優しい笑顔で迎えてい
ただいたのがとても印
象的でした。 
　現在もあたたかいご

家族に囲まれて、幸せにお過ごしです。 
　今後も、ますますお健やかに、さらなるご長寿をお
祈りします。 
　なお、百歳をお祝いして、百歳の森記念碑に、お名
前を刻みました。　　　　　　　　　（健康福祉課） 

　３月２８日（月）、兵庫県土

地改良事業団体連合会第５３

回通常総会で、庄区（代表：

庄区長　水田完さん）が、庄

新池の適正な管理に対して 

「優良ため池管理者表彰」を

受賞され、兵庫県知事から感

謝状が贈られました。 

　おめでとうございます。 

　これからも、よりよいため池管理をお願いします。 

（産業課） 

優良ため池管理者表彰受賞 優良ため池管理者表彰受賞 

３ 



４ 

◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホール 
　（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　【５月の休館日】６～９日・１２日・１９日・２６日 
　【６月の休館日】２日・９日・１６日・２３日・３０日 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

★エルデホール催物のご案内★ 

♪エルデホールでは、一般のお客様にすべて
の部屋を貸し出しています。 
　音楽・ダンスなどの各種発表会や講演会、
会議、集会、販売会など、さまざまな用途
にご利用いただけます。 
　詳しくは、エルデホールまでお気軽にお問
い合わせください♪見学随時受付中。 
 
☆施設概要☆ 
メインホール 全体の広さ：約４９８㎡　移動式
客席（２４０席～３００席）（全座席を収納し、
ダンスホールのようにご利用いただくこと
もできます） 
舞台：幅８.１m×奥行６.３m 
最大天井高は１８mあり、残響システムも優
れています。 
スタインウェイフルコンサートピアノ・ヤ
マハグランドピアノ・エレクトーン各１台
あります。 
イベントホール　広さ：約２６８㎡ 
机や椅子（無料）を自由に並べて会議、展示
会、販売会などにご利用いただけます。 
洋室（和室）　広さ：約２０畳　少人数での会
議などにもどうぞ。全面畳でのご利用も可
能です。 
スタジオ　ギターアンプ２台・ベースアンプ・
ドラム・キーボードがあります。楽器演奏
の練習にどうぞ。 

☆みなさんのエルデホールを　　 
　　　　　　　ご利用ください☆ 
☆みなさんのエルデホールを　　 
　　　　　　　ご利用ください☆ 

7月の催し 

■出演／村治奏一 

　特別出演：福崎高校ギター・マンドリン部 

■開演／１５：００（開場１４：３０） 

■入場料／大人１,０００円　高校生以下５００円 

（当日各２００円増）【全席自由】 

☆国内外でさまざまな活動をし、今後

の活躍が注目されているギタリスト村

治奏一さんのコンサート。演奏するの

はクラシックギターです。特有の繊細な音色の変化、味

わいの深さをお楽しみください！福崎町文化功績賞を受

賞した地元福崎高校ギター・マンドリン部も特別出演し

ます。心ふるわす音楽の共演をどうぞお楽しみに♪ 

７月31日（日） 

「村治奏一コンサート」 エルデ 
サマーコンサート 

チケット好評発売中！ 
　
み
な
さ
ん
の
心
の
癒
し
の
ス

ペ
ー
ス
を
作
る
た
め
に
、
町
内

の
花
壇
と
県
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の

手
入
れ
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
、

み
ど
り
の

グ
ル
ー
プ

で
す
。 

　
暑
い
夏

も
、
寒
い

冬
も
、
み

ん
な
に
会

っ
て
楽
し

く
会
話
を

す
る
こ
と

を
励
み
に
、

が
ん
ば
っ
て
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。 

　
会
話
の
な
か
か
ら
草
花
に
関

す
る
情
報
・
生
活
や
料
理
に
関

す
る
情
報
な
ど
を
得
て
、
く
ら

し
に
役
立
て
て
い
ま
す
。 

　
「
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
な
」
と
考
え
て
い
る
方
、
ぜ

ひ
楽
し
み
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
第
１
・
第
３
水
曜
日 

　
　
　
９
時
〜
１１
時
過
ぎ 

場
所
　
町
内
の
花
壇
お
よ
び 

　
　
　
県
の
プ
ラ
ン
タ
ー 

   

　
今
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

予
定
（
５
／
２０
〜
６
／
１９
）
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

コ
コ
ロ
ン
ク
ラ
ブ 

　
５
月
２１
日
（
土
）
９
時
〜 

　
　
役
場
周
辺
街
路
樹
下
手
入
れ 

み
ど
り
の
グ
ル
ー
プ 

　
６
月
２
日
（
木
）
９
時
〜 

　
　
七
種
川
沿
い
新
町
花
壇 

　
６
月
８
日
（
水
）
９
時
〜 

　
　
Ｊ
Ａ
八
千
種
前
花
壇 

　
６
月
１５
日
（
水
）
９
時
〜 

　
　
文
化
セ
ン
タ
ー
花
壇 

問
い
合
わ
せ
先 

　
文
化
セ
ン
タ
ー 

　
　
２２
・
３
７
５
５ 

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
専
門
員
） 

”広
げ
よ
う
　
　
　
　

広
げ
よ
う
　
　
　
　 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
“ 

”広
げ
よ
う
　
　
　
　 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
“ 

”み
ど
り
の
グ
ル
ー
プ

み
ど
り
の
グ
ル
ー
プ
“ 

会
員
募
集

会
員
募
集
!!
　
　
　
　

　
　
　
　 

”み
ど
り
の
グ
ル
ー
プ
“ 

会
員
募
集
!!
　
　
　
　 

“こころ豊かなふくさき”を願って 
“こころ豊かな兵庫”を 

めざして 

（愛称： 
 ココロン） 

第2防災備蓄倉庫　完成 
　福崎町西部地域 
（高岡地区）に、第
２防災備蓄倉庫が完
成しました。 
　これにより、東部
と西部に１か所ずつ

防災の拠点とな
る施設が設置さ
れ、より迅速な
防災活動が可能
となります。 
 
 
 
（住民生活課） 

第２防災備蓄倉庫 

JR福崎駅 

近畿医療 
福祉大学 

福崎西中学校 

七
種
川 

長野橋 

【位置図】 



二
つ
の
神
話
の
崩
壊 

　
私
は
４
月
で
７６
歳
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
生
涯
で
二
つ

の
神
話
の
崩
壊
に
出
会
い
ま
し
た
。 

　
一
つ
は
、
「
日
本
は
神
の
国
だ

か
ら
戦
争
に
は
絶
対
に
負
け
な 

い
」
と
い
う
神
話
で
す
。
小
さ
い

時
か
ら
そ
の
よ
う
に
教
え
ら
れ
、

東
京
が
爆
撃
さ
れ
、
姫
路
が
焼
か

れ
て
も
、
き
っ
と
神
風
が
吹
い
て

日
本
を
救
っ
て
く
れ
る
と
信
じ
て

い
ま
し
た
。
信
じ
た
お
前
が
馬
鹿

だ
と
言
わ
れ
れ
ば
返
す
言
葉
が
あ

り
ま
せ
ん
。 

　
国
民
学
校
４
年
生
の
８
月
１５
日

に
終
戦
と
な
り
ま
し
た
。 

　
二
つ
目
は
、
「
原
子
力
は
ク
リ

ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
で
原
子

力
発
電
所
は
絶
対
に
大
丈
夫
だ
」 

と
い
う
神
話
で
す
。
こ
れ
も
津
波

が
押
し
寄
せ
、
発
電
所
を
直
撃
し
、

大
事
故
と
な
り
ま
し
た
。 

　
神
風
神
話
に
つ
い
て
は
、
小
さ

か
っ
た
の
で
批
判
す
る
力
は
持
ち

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
原
発
安
全
神

話
は
批
判
し
て
き
ま
し
た
。 

　
さ
て
、
二
つ
の
神
話
の
崩
壊
の

教
訓
と
し
て
、
国
民
の
一
人
ひ
と

り
は
科
学
の
目
を
持
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
科

学
の
目
と
は
、
も
の
を
見
る
時
は

一
方
か
ら
絶
対
視
す
る
の
で
は
な

く
、
角
度
を
変
え
て
多
面
的
に
見

る
こ
と
で
す
。
角
度
を
変
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
見
え
な
か

っ
た
と
こ
ろ
も
見
え
、
よ
り
正
確

に
全
体
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
。 

　
私
は
５
月
３
日
の
町
制
５５
周
年

の
式
典
で
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く

り
の
基
本
の
一
つ
と
し
て
、
科
学

の
目
を
育
て
る
町
づ
く
り
を
提
唱

し
ま
し
た
。
町
は
こ
れ
ま
で
も
生

活
科
学
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
科

学
の
目
を
育
て
る
た
め
努
力
を
し

て
い
ま
す
。 

　
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
起

因
す
る
津
波
災
害
や
原
発
事
故
は

不
幸
な
で
き
ご
と
で
す
。
し
か
し
、

私
た
ち
は
た
じ
ろ
い
で
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
復

興
へ
の
バ
ネ
と
し
、
反
省
を
加
え
、

以
前
よ
り
も
す
ば
ら
し
い
地
域
と

日
本
を
建
設
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
き
っ
と
で
き
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。 

町
長 

　

嶋
田
正
義 

　福崎町では、民俗学者・柳田國男と歌人・井上通泰、な

らびにそのご兄弟の業績を偲び、毎年両先生の命日に近い

８月上旬に山桃忌が催されています。短歌祭は両先生にち

なんだ奉賛短歌祭です。 

　特に今年は柳田國男の５０回忌にあたる節目の年になり、

意義ある短歌祭にしたいと願っています。多くの方々から

の作品をお待ちしています。 

日　時　８月７日（日）１０：００～ 

場　所　文化センター 

主　催　福崎町文化協会　福崎短歌会 

作　品　未発表のもの　二首以内 

応募要領　原稿用紙に楷書で記入のうえ、一首につき５００円

（現金もしくは小為替）を添えて、文化センター内

福崎町文化協会事務局まで 

締　切　６月３０日（木）（当日消印有効） 

選　者　楠田立身先生（日本歌人クラブ近畿ブロック長） 

　福崎町文化協会は、福崎町の歴史や伝承を大切にし、そ

の上に立った新しい文化の創造に努め、町の発展に尽くす

ことを目的としています。このたび、会員を募集し、より

一層の活性化を図ります。奮ってご参加ください。 

年会費　１０００円 

参加資格　協会の趣旨に賛同の方 

事務局　文化センター　　２２－３７５５ 

※問い合わせ・申し込みは文化センターへ 

文化協会からのお知らせ 

発掘調査作業員募集 
自分の手で歴史を掘りませんか？ 

　西治地区のほ場整備に伴い、事前に発掘調査
を実施します。いっしょに発掘作業に従事して
いただける方を募集しています。 
募集対象　町内在住の７０歳未満の健康な方 
仕事内容　掘削作業・土運び・その他発掘作業補助 
　　　　　（雨天の中でも作業をする場合があります） 
採用期間　６月～７月下旬 
　　　　　（短くなる場合もあります） 
勤務時間　９：００～１６：００ 
賃　　金　１日８，０００円　半日４，０００円 
　　　　　（交通費なし） 
申し込み　５月３１日までに教育委員会・社会教

育課へ履歴書をご持参ください。 
注意事項　調査内容により人数に制限があります。 

興味のある方は、登録しておけば、
他の機会に参加が可能です。 

　毎週金曜日は午後７時１５分まで窓口業
務を延長しておこなっています。 
　対応業務は、住民票、戸籍、 
印鑑証明書、所得証明書、外 
国人登録記載事項証明書の交 
付です。 
＊住民異動、印鑑登録は除く。 

住民生活課窓口からのお知らせ 

５ 



生活科学 
センター 
だより 

ハ
イ
！ 

消
費
生
活 

中
核
セ
ン
タ
ー 

相
談
員
で
す
。 

〔
相
談
〕 

　
突
然
に
、
「
持
っ
て
い
る
宝
石

を
見
せ
て
ほ
し
い
」
「
金
・
プ
ラ

チ
ナ
を
買
取
る
」
と
業
者
が
家
に

来
ま
し
た
。
断
っ
て
い
る
の
に
「
ペ

ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
材
料
に
使
う
」

「
医
療
機
器
に
再
生
す
る
の
で
社

会
貢
献
に
な
る
」
と
し
つ
こ
く
言

わ
れ
ま
し
た
。
「
帰
っ
て
ほ
し
い
」

と
言
っ
て
も
帰
っ
て
く
れ
な
い
の

で
、
仕
方
な
く
ネ
ッ
ク
レ
ス
３
本

と
指
輪
を
出
し
５
０
０
０
円
を
受

け
取
り
ま
し
た
が
、
悔
や
ん
で
い

ま
す
。
　
　
　
（
５０
歳
代
女
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
こ
の
取
引
は
、
使
用
し
た
貴
金

属
の
買
取
り
な
の
で
「
古
物
商
取

引
」
に
な
り
ま
す
。 

　
「
買
取
り
」
の
場
合
は
、
業
者

が
突
然
に
自
宅
を
訪
問
し
て
い
る

場
合
で
あ
っ
て
も
訪
問
販
売
に
は

あ
た
ら
な
い
の
で
、
ク
ー
リ
ン
グ 

・
オ
フ
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

セ
ン
タ
ー
が
不
退
去
を
理
由
に
契

約
の
取
消
交
渉
を
す
る
と
、
貴
金

属
が
戻
っ
て
き
た
の
で
、
受
け
取

っ
た
お
金
は
返
金
し
ま
し
た
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

・
訪
問
買
取
り
は
、
消
費
者
が
業

者
に
代
金
を
支
払
っ
て
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
も

の
で
は
な
い
た
め
、
特
定
商
取

引
法
の
規
制
を
受
け
ず
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。
業
者
が
拒
否
を
す

れ
ば
引
き
渡
さ
れ
た
物
品
を
取

り
戻
す
の
は
極
め
て
困
難
で
す
。 

・
不
意
に
来
ら
れ
た
ら
戸
惑
っ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
買
取
っ

て
も
ら
う
つ
も
り
が
な
け
れ
ば
、

勇
気
を
出
し
て
き
っ
ぱ
り
と
断

り
ま
し
ょ
う
。 

・
買
取
り
を
依
頼
す
る
と
き
は
買

取
り
業
者
（
業
者
の
名
称
、
所

在
地
、
電
話
番

号
、
古
物
許
可

証
な
ど
）
を
確

認
し
、
買
取
り

条
件
が
明
記
さ

れ
た
書
面
を
必

ず
受
け
取
り
ま

し
ょ
う
。 

・
居
座
ら
れ
た
り

脅
さ
れ
た
り
し

た
と
き
は
警
察

を
呼
び
ま
し
ょ

う
。 

 〔
ポ
イ
ン
ト
〕 

　
日
本
で
使
わ
れ

て
い
る
心
臓
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
は
す

べ
て
輸
入
品
で
、
国
内
で
作
ら
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
金
や
プ
ラ
チ
ナ
は
主
な
材
料

で
は
な
く
、
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ

ー
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
事
実

も
あ
り
ま
せ
ん
。（
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
よ
り
） 

      

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
は
、
文
化

セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。 

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

消
費
生
活
の
相
談
や
問 

い
合
わ
せ
、
苦
情
は
、 

生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

訪
問
買
取
り
に
ご
用
心
 

5月は「消費者月間」　5月30日は「消費者の日」 
平成23年度のテーマは 

地域で広げよう 
消費者の安全・安心 
地域で広げよう 

消費者の安全・安心 
地域で広げよう 

消費者の安全・安心 
平成22年度相談状況 

相談受付方法 
来　訪 

電　話 

合　計 

194件 

127件 

321件 

相談当事者の性別 
男　性 

女　性 

団　体 

合　計 

114人 

184人 

23人 

321人 

相談受付件数 
苦　情 

問合せ 

合　計 

243件 

78件 

321件 

60.4％ 

39.6％ 

100％ 

35.5％ 

57.3％ 

7.2％ 

100％ 

75.7％ 

24.3％ 

100％ 
１　融資サービス 

２　放送・コンテンツ等 

３　移動通信サービス 

４　海外宝くじ 

５　表札・印鑑 

６　ソーラーシステム 

７　電気治療器 

８　貴金属の買取り 

９　冷凍カニ 

１０　布団セット 

苦情の種類 
年代別相談状況 

６ 

10 20 30 40 50 60 70 80
（年代） 

0

100
（人数） 

80

60

40

20

90

70

50

30

10
1

11

30

45 45

95

51

20

平成２３年度　くらしのクリエーター 平成２３年度　くらしのクリエーター 

福崎・高岡地区 
　小國　冷子　　22－1857 
　上西佐代子　　22－0144 
田原地区 
　埴岡　敏子　　22－4828 
　田中　初美　　23－1377

　年々、悪質な訪問販売
などによる消費者被害が
増加し、その手口も巧妙
になっています。 
　くらしのクリエーターは、
このような被害をなくす
ため、トラブルに巻き込
まれて困っている方にア
ドバイスをしたり、相談
窓口を紹介しています。 
　また、生活科学センターと連携をとり、被害を未然
に防ぐために生活情報を紹介します。 
　どうぞ遠慮なく声をかけてください。 



福崎町 

な
い
の
か
な
　
差
別
や
い
じ
め
の 

　
な
い
世
界 

福
崎
西
中
学
校
１
年（
当
時
） 

五
十
嵐
雄
久 

み
つ
か
る
よ
　
と
も
だ
ち
み
ん
な
の 

　
い
い
と
こ
ろ 

福
崎
小
学
校
４
年（
当
時
）　 

山
本
柊
羽 

一
つ
の
い
の
ち
　
み
ん
な
も 

　
自
分
も
大
切
に 

八
千
種
小
学
校
３
年（
当
時
） 

藤
本
す
み
か 

　
「
世
界
仰
天
ニ
ュ
ー
ス
」
と
い

う
テ
レ
ビ
番
組
を
見
て
い
る
と
、

４
歳
の
子
が
ガ
ン
と
た
た
か
っ
て

い
る
と
い
う
内
容
を
し
て
い
た
。

そ
の
子
は
最
初
の
う
ち
は
元
気
そ

う
で
、
病
室
で
は
ほ
か
の
子
た
ち

と
楽
し
そ
う
に
過
ご
し
て
い
た
。

で
も
、
こ
う
が
ん
ざ
い
と
い
う
薬

を
飲
ん
で
、
か
み
の
毛
が
ぬ
け
て
、

す
ご
く
苦
し
そ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
。
の
ど
に
は
く
だ
が
つ
い
て
い

た
。
そ
の
子
は
、
ま
だ
小
さ
い
の

に
生
き
る
た
め
に
必
死
に
が
ん
ば

っ
て
い
た
。
わ
た
し
は
、
病
気
に

負
け
な
い
で
生
き
て
ほ
し
い
と
思

い
な
が
ら
そ
の
番
組
を
見
て
い
た
。

で
も
、
元
気
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、

だ
ん
だ
ん
病
気
が
悪
化
し
て
、
と

う
と
う
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

見
て
い
る
う
ち
に
涙
が
出
て
き
た
。

そ
の
子
は
お
母
さ
ん
の
か
み
の
毛

を
さ
わ
る
の
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
、

お
母
さ
ん
は
自
分
の
か
み
の
毛
を

切
っ
て
、
な
く
な
っ
た
子
に
持
た

せ
て
あ
げ
て
い
た
。
そ
の
様
子
を

見
て
い
る
と
、
涙
が
止
ま
ら
な
か

っ
た
。
お
母
さ
ん
は
す
ご
く
悲
し

か
っ
た
だ
ろ
う
な
。 

　
世
の
中
に
は
、
ほ
か
に
も
病
気

で
苦
し
ん
で
い
る
人
が
た
く
さ
ん

い
る
。
で
も
、
病
気
に
負
け
て
し

ま
わ
な
い
で
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん

め
い
に
生
き
て
い
る
。
人
間
は
い

つ
か
は
死
ん
で
し
ま
う
け
ど
、
わ

た
し
は
元
気
で
長
生
き
し
た
い
。

こ
の
番
組
を
見
て
、
す
ご
く
そ
う

思
っ
た
。 

　
人
間
は
い
つ
ま
で
生
き
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
今
は
元
気
だ
け
ど
、
こ

の
ま
ま
ず
っ
と
生
き
て
い
ら
れ
る

の
か
な
と
思
う
と
き
が
あ
る
。 

　
お
母
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
元
気

な
体
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
た

い
。
た
っ
た
一
つ
の
命
を
だ
い
じ

に
し
た
い
。 

     

　
わ
た
し
に
は
命
が
あ
り
ま
す
。

食
べ
た
り
勉
強
し
た
り
、
遊
ん
だ

り
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
は

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
世
界
に
は
、
食
べ
物
が
な
く

て
生
き
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
学
校

に
行
っ
て
勉
強
が
で
き
な
く
て
、

働
い
て
い
る
子
ど
も
が
い
る
こ
と

も
知
り
ま
し
た
。 

　
わ
た
し
と
同
じ
く
ら
い
の
子
ど

も
た
ち
が
そ
ん
な
目
に
あ
っ
て
い

る
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
で

す
。
み
ん
な
同
じ
命
を
持
っ
て
生

ま
れ
て
き
た
の
に
・
・
。 

　
そ
し
て
、
何
か
月
か
前
、
テ
レ

ビ
で
、
私
は
海
外
で
マ
ン
ホ
ー
ル

の
中
で
く
ら
し
て
い
る
子
を
見
ま

し
た
。
そ
れ
に
、
ゴ
ミ
を
あ
さ
っ

て
食
べ
て
い
る
子
も
見
ま
し
た
。

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
そ
の
子
た
ち

の
命
は
、
そ
の
日
を
せ
い
い
っ
ぱ

い
生
き
る
た
め
の
命
に
見
え
ま
し

た
。 

　
そ
し
て
こ
の
前
、
日
本
で
は
、

視
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
子
や
脳

の
病
気
で
余
命
が
少
し
し
か
な
い

子
が
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

で
も
、
そ
の
子
た
ち
は
笑
顔
で
常

に
前
向
き
に
何
か
に
一
生
懸
命
う

ち
こ
ん
で
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

そ
の
命
は
輝
い
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
温
か
い
家

族
に
見
守
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と

も
思
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
マ
ン

ホ
ー
ル
で
過
ご
し
て
い
る
子
や
ゴ

ミ
を
あ
さ
っ
て
い
る
子
に
は
、
そ

れ
が
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。 

　
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
、

今
の
日
本
は
と
て
も
め
ぐ
ま
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
だ
け
ど
、
そ

ん
な
日
本
も
、
昔
戦
争
を
し
て
、

多
く
の
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
わ

た
し
の
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
戦
死
し
た
そ
う
で

す
。
わ
た
し
が
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ

ん
な
ら
、
も
っ
と
生
き
た
い
、
家

族
に
会
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。 

　
少
し
時
代
が
ち
が
え
ば
、
生
ま

れ
る
場
所
が
ち
が
え
ば
、
わ
た
し

が
そ
ん
な
目
に
あ
っ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。
そ
う
思
う
と
、
ひ
と

ご
と
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
所
で
ぼ
金
箱

を
見
る
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
は
、

ぼ
金
に
も
、
も
っ
と
積
極
的
に
協

力
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

　
世
界
で
は
、
ま
だ
戦
争
を
や
っ

て
い
る
国
や
ま
ず
し
い
国
が
あ
り

ま
す
。
も
し
か
す
る
と
、
そ
の
国

に
住
ん
で
い
る
子
ど
も
が
わ
た
し

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
、

も
っ
と
、
こ
の
与
え
ら
れ
た
時
間 

・
命
を
大
切
に
生
き
よ
う
と
思
い

ま
す
。
勉
強
や
運
動
、
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
、
も
っ
と
一
生
懸
命

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

八千種小学校１年（当時）　木村尚弥 

命 

福
崎
小
学
校
５
年（
当
時
） 

藤
井
芽
衣 

命
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と 

田
原
小
学
校
５
年（
当
時
） 

齋
藤
く
る
み 

７ 

福崎西中学校３年（当時）　　田愛実 



国民健康保険・後期高齢者医療制度等に加入のみなさんへ 国民健康保険・後期高齢者医療制度等に加入のみなさんへ 
   

　
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
の
一

環
と
し
て
「
人
間
ド
ッ
ク
」「
脳

検
査
」
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
！ 

●
人
間
ド
ッ
ク 

　
（
３
時
間
人
間
ド
ッ
ク
） 

助
成
対
象
者 

・
福
崎
町
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
で
満
３５
歳
以
上
の
方 

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者 

・
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
で
満

３５
歳
以
上
４０
歳
未
満
の
方 

検
査
料
　
３
８
８
５
０
円 

　
　
　
　
　
　
　（
税
込
） 

助
成
額
　
２
５
９
０
０
円 

※
町
ぐ
る
み
健
診
（
特
定
健
康

診
査
）
を
受
診
し
た
方
は
人

間
ド
ッ
ク
の
助
成
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。 

●
脳
検
査 

　
脳
検
査
に
つ
い
て
は
、
結
果

の
み
の
報
告
と
な
っ
て
い
ま
す
。

症
状
等
の
あ
る
方
は
、
検
査
を

受
け
ず
に
、
専
門
の
医
療
機
関

で
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。 

助
成
対
象
者 

・
福
崎
町
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
で
満
４０
歳
以
上
の
方 

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者 

・
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
で
満

４０
歳
以
上
の
方 

検
査
料 

Ｍ
Ｒ
Ｉ
　
３
１
５
０
０
円 

　
　
　
　
　
　
　（
税
込
） 

助
成
額
　
２
１
０
０
０
円 

※
年
齢
は
平
成
２３
年
４
月
１
日

現
在
で
す
。
ま
た
、
検
査
受

診
日
当
日
に
、
福
崎
町
に
住

所
が
あ
る
方
が
対
象
で
す
。 

※
表
１
以
外
の
病
院
で
検
査
す

る
場
合
は
、
検
査
料
（
助
成

額
）
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ご
不
明
な
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

助
成
の
申
請
方
法 

　
役
場
健
康
福
祉
課
で
申
請
書

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
（
人

間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
受
診

希
望
の
病
院
で
予
約
を
と
っ
て

か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
） 

持
参
す
る
も
の 

・
印
鑑 

・
加
入
被
保
険
者
証 

※
電
話
及
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
申

請
は
で
き
ま
せ
ん
。 

※
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。 

   

　
事
業
所
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
し
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
福
崎
町
国
民
健
康
保
険
以
外

の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

４０
〜
７４
歳
の
方 

　
受
診
に
は
、
加
入
先
の
医
療

保
険
者
が
発
行
す
る
「
特
定
健

康
診
査
受
診
券
」
が
必
要
で
す
。 

 「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
！ 

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

特
許
期
間
を
す
ぎ
た
新
薬
（
先

発
医
薬
品
）
と
同
じ
有
効
成
分

を
も
っ
た
低
価
格
の
処
方
薬
で
、

薬
代
の
節
約
に
役
立
ち
ま
す
。 

　
希
望
す
る
場
合
は
、
診
察
を

受
け
る
お
医
者
さ
ん
や
調
剤
し

て
も
ら
う
薬
剤
師
さ
ん
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。 

問
い
合
わ
せ
先 

健
康
福
祉
課
（
内
線
３
５
５ 

・
３
５
６
） 

【
人
間
ド
ッ
ク
】【
脳
検
査
】 

の
助
成
　

　
　
　
　
　
　
　 

【
人
間
ド
ッ
ク
】【
脳
検
査
】 

の
助
成
　

　
　
　
　
　
　
　 

町
ぐ
る
み
健
診 

町
ぐ
る
み
健
診 

〔表1〕人間ドック・脳検査の検査場所・期間 
対象検査 検査場所 

公立神崎総合病院 
平成２３年９月１日～ 
　平成２４年３月３１日 

平成２３年４月１日～ 
　平成２４年３月３１日 

・眼底・眼圧検査は、 
　田村眼科になります。 
・婦人科検査は、松岡 
　産婦人科クリニック 
　になります。 

平成２３年４月１日～ 
　平成２４年３月３１日 

平成２３年４月１日～ 
　平成２４年３月３１日 

アキタケ外科医院 

平野病院 

城谷医院 

検査機関 その他 

人
間
ド
ッ
ク 

脳
検
査 

福 崎 小 学 校 
〈教育目標〉 

『自ら学び　心豊かに　たくましく生きる児童を育てる』 

〈沿革概要〉 
明治５年　重習、簡練、合翠、弘明、承明、集成
　　　　　の６小学校を設立 
明治２３年　統合して王成尋常小学校となる 
　　　　　（７月９日を学校創立記念日） 
昭和３１年　町村合併により福崎町立福崎小学校となる 
昭和５４年　北校舎竣工 
昭和５５年　南校舎竣工 
昭和３年　体育館及びプール竣工 
平成２１年　スクール・コミュニティーヘルパー制度導入 
平成２２年　校舎耐震工事 

　福崎小学校の児童たちは、明るく素直
で、休み時間になると運動場で元気いっぱ
いに遊んでいます。 
　平成２０・２１年度では、基本的な生活習慣
の定着に向けて３か条、平成２２年度は４か
条を設定して取り組み、特に、はきものそ
ろえは定着しています。 
　そして、平成２３年度はさらにパワーアッ
プして左の項目に取り組んでいきます。 

〈めざす児童像〉 
あかるく　やさしく　力いっぱいがんばる子 
　◇学ぶ喜びを知る子ども（知） 
　◇互いに思いやり、ともに生きる子ども（徳） 
　◇心も体もじょうぶな子ども（体） 

〈めざす教師像〉 
◇授業を大切にする教師 
◇子どもの良さに気づき、伸ばす教師 
◇真理を追究する教師 
◇保護者とともに歩む教師 

〈児童数・教職員数〉 

学年 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 

合　計 
教職員 

計（人） 
７７ 
６９ 
５８ 
６８ 
６７ 
６０ 
３９９ 
３４ 

平成２３年度 

①明るいあいさつ 
②「はいっ」と返事 
③はきものそろえ 
④名前のよびかた「～くん」「～さん」 
⑤何かしてもらったら「ありがとう」 
⑥悪いと思ったら「ごめんなさい」 
⑦一生懸命そうじ 

福崎っ子当たり前の７か条 

８ 



９ 

産
業
活
性
化
緊
急
支
援
事
業（
住
宅
改
修
助
成
制
度
）の
活
用
を
！ 

産
業
活
性
化
緊
急
支
援
事
業（
住
宅
改
修
助
成
制
度
）の
活
用
を
！ 

　
町
内
の
施
工
業
者
を
利
用
し
、 

住
宅
等
の
修
繕
、
補
修
等
改
修
工

事
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。 

補
助
の
対
象
者 

　
町
内
に
居
住
し
、
住
所
登
録
が

あ
る
人 

補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅 

・
対
象
者
が
所
有
し
、自
己
の
居
住

の
用
に
供
し
て
い
る
町
内
の
住

宅
及
び
こ
れ
に
付
属
す
る
施
設 

・
集
合
住
宅
は
対
象
者
の
専
有
部

分
、併
用
住
宅
は
住
居
部
分
の
み 

補
助
の
対
象
と
な
る
工
事 

・
町
内
に
本
店
が
あ
る
施
工
業
者

を
利
用
し
て
行
う
改
修
工
事
に

要
す
る
経
費
が
２０
万
円
以
上
の

工
事 

※
福
崎
町
競
争
入
札
等
参
加
資
格

登
録
業
者
に
限
り
ま
す
。 

（
該
当
業
者
で
あ
る
か
は
産
業
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
） 

※
太
陽
光
発
電
等
省
エ
ネ
改
修
工

事
も
対
象
で
す
。
　 

補
助
金
の
額 

　
工
事
に
要
す
る
経
費
の
５
％
に

相
当
す
る
額
以
内
で
５
万
円
を
限

度
と
す
る
。
（
１
０
０
０
円
未
満

の
端
数
切
り
捨
て
） 

補
助
の
対
象
期
間 

　
平
成
２６
年
３
月
３１
日
ま
で 

補
助
の
回
数 

　
同
一
住
居
ま
た
は
同
一
人
に
つ

い
て
１
回 

補
助
金
申
請
の
手
続
き 

　
改
修
工
事
の
着
工
前
に
、
補
助

金
交
付
申
請
書
に
事
業
計
画
書
・

収
支
予
算
書
・
建
物
登
記
簿
謄
本

ま
た
は
証
明
で
き
る
物
・
改
修
見

積
書
・
施
工
前
写
真
を
添
付
し
、

産
業
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
詳
し
く
は
、
産
業
課
（
内
線
３

９
４
）
へ
。 

子ども手当は 
引き続き支給されます 
子ども手当は 

引き続き支給されます 
子ども手当は、平成２３年４月～９月の６か月間、
これまでと同じ月額１３，０００円で、引き続き支給
されることになりました。 
 
支給金額　子ども１人につき　月額１３，０００円 
支給対象となる子ども 
　　　　　０歳から中学校卒業まで 
支 給 月　６月（平成２３年２月分～５月分） 
　　　　　１０月（平成２３年６月分～９月分） 

 
 
 
 

（住民生活課） 

　平成２３年６月の現況届の提出は不要です。 
　ただし、１０月に届出、申請などが必要にな
ることがあります。 

児童扶養手当・特別児童扶養手当 
支給額変更のお知らせ 

児童扶養手当・特別児童扶養手当 
支給額変更のお知らせ 

児童扶養手当・特別児童扶養手当 
支給額変更のお知らせ 

平成２３年４月から支給額が変更になりました。  
【児童扶養手当】 
  　　　　　　　（現行）　　　　　（変更後） 
全部支給　月額　４１，７２０円　　→　　４１，５５０円 
一部支給　月額　９，８５０円　　→　　　９，８１０円 
　　　　　　　～４１，７１０円　　　　～４１，５４０円  
【特別児童扶養手当】 
  　　　　　　　（現行）　　　　　（変更後） 
　１級　　月額　５０，７５０円　　→　　５０，５５０円 
　２級　　月額　３３，８００円　　→　　３３，６７０円  
※平成２３年８月の支給（平成２３年４月～７月分）
から変更となります。 

（住民生活課） 

　
平
成
２１
年
７
月
に
所
得
制
限

が
改
正
さ
れ
、
新
た
な
所
得
制

限
で
は
対
象
外
に
な
る
方
の
う

ち
、
一
部
に
つ
い
て
２
年
間
の

経
過
措
置
期
間
を
設
け
て
い
ま

し
た
。
そ
の
期
間
が
平
成
２３
年

６
月
３０
日
ま
で
と
な
り
、
７
月

か
ら
は
本
則
の
所
得
制
限
で
判

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
現
在
、
経
過
措
置
基
準
で
受

給
さ
れ
て
い
る
人
で
平
成
２２
年

中
の
所
得
が
平
成
２１
年
中
の
所

得
と
同
額
も
し
く
は
超
え
る
場

合
は
、
７
月
以
降
、
各
医
療
助

成
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
。 

　
所
得
制
限
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
健
康
福
祉
課
　
国
保
医
療
係 

　
（
内
線
３
５
５
・
３
５
６
） 

老
人
・
重

老
人
・
重
度（
高
齢
重
度

（
高
齢
重
度
）障
害
者
・

障
害
者
・ 

乳
幼
児
等
・
こ
ど
も
医
療
の
経
過
措
置
が

乳
幼
児
等
・
こ
ど
も
医
療
の
経
過
措
置
が 

７
月
か
ら
な
く
な
り
ま
す

７
月
か
ら
な
く
な
り
ま
す 

老
人
・
重

老
人
・
重
度（
高
齢
重
度

（
高
齢
重
度
）障
害
者
・

障
害
者
・ 

乳
幼
児
等
・
こ
ど
も
医
療
の
経
過
措
置
が

乳
幼
児
等
・
こ
ど
も
医
療
の
経
過
措
置
が 

７
月
か
ら
な
く
な
り
ま
す

７
月
か
ら
な
く
な
り
ま
す 

老
人
・
重
度（
高
齢
重
度
）障
害
者
・ 

乳
幼
児
等
・
こ
ど
も
医
療
の
経
過
措
置
が 

７
月
か
ら
な
く
な
り
ま
す 

所得制限基準（平成２３年度） 

老人医療 

所得制限対象者 平成２３年７月からの所得制限基準 

本人（世帯全員） 

本人・配偶者・ 
扶養義務者 

世帯全員が市町村民税非課税かつ本人の 
年金収入を加えた所得が８０万円以下 

市町村民税所得割税額２３万５千円未満 

市町村民税所得割税額２３万５千円未満 

市町村民税所得割税額２３万５千円未満 

幼児等保護者 
（扶養義務者） 

こども保護者 
（扶養義務者） 

乳幼児等医療 

こども医療 

重度（高齢） 
障害者医療 



　
軽
自
動
車
な
ど（
一
般
の
軽
自
動
車
の
ほ
か
、
原
動
機
付
自
転
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
や
二
輪
の
小
型
自
動
車
を
含
む
）を
所
有
し
て
い

る
方
の
税
金
の
納
期
限
は
、
５
月
３１
日（
火
）で
す
。 

　
賦
課
期
日（
４
月
１
日
）現
在
、
軽
自
動
車
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、

５
月
１１
日（
水
）に
発
送
す
る
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
で
、
５
月
３１

日
ま
で
に
町
の
指
定（
代
理
）金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
で
納
税
し
て

く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

５
月
３１
日
に
振
替
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
軽
自
動
車
税
の
領
収
書
は
、
車
検
時
の
納
税
証
明
書
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
心
身
に
障
害
が
あ
り
、
歩
行
が
困
難
な
方
の
た
め
に
使
用
す
る
軽

自
動
車
に
つ
い
て
、
申
請
す
れ
ば
障
害
者
の
方
１
人
に
対
し
て
１
台

に
限
り
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
対
象
と
な
る
軽
自
動
車
は
、
障
害
者
の
方
ま
た
は
障
害
者
の
方
と

生
計
を
一
に
す
る
方
が
所
有
さ
れ
る
軽
自
動
車
で
、
も
っ
ぱ
ら
障
害

者
の
方
の
た
め
に
継
続
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車
で
す
。 

　
た
だ
し
、
県
に
お
け
る
自
動
車
税
に
つ
い
て
減
免
を
受
け
て
い
る

場
合
は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

申
請
に
必
要
な
も
の 

・
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
、
障
害
の
程
度
を
証
明
で
き
る
書
類 

・
自
動
車
検
査
証
（
原
付
等
に
つ
い
て
は
標
識
交
付
証
明
書
） 

・
本
人
ま
た
は
生
計
を
一
に
す
る
人
の
運
転
免
許
証 

・
印
鑑 

・
減
免
申
請
書
（
役
場
税
務
課
に
あ
り
ま
す
） 

申
請
期
限
　
５
月
２４
日
（
火
） 

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
（
内
線
３
４
１
） 

※
普
通
自
動
車
税
の
減
免
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先 

　
中
播
磨
県
民
局
姫
路
県
税
事
務
所
　
　
０
７
９
・
２
８
１
・
９
１
０
４ 

軽
自
動
車
税
の
減
免 

軽
自
動
車
税（
町
税
）の
納
期
限
は 

５
月
３１
日（
火
）で
す 

軽
自
動
車
税（
町
税
）の
納
期
限
は 

５
月
３１
日（
火
）で
す 

軽
自
動
車
税
の
減
免 

国
民
年
金
の
種
別
変
更 

　
　
　

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く 

　
国
民
年
金
制
度
で
は
、
国
内
に

居
住
す
る
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の

す
べ
て
の
方
に
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
の
加

入
種
別
は
３
種
類
に
わ
か
れ
て
い

て
、
届
出
は
加
入
時
だ
け
で
な
く
、

種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
に
も
必
要

で
す
。 

　
種
別
変
更
の
届
出
を
忘
れ
る
と
、

年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
手
続
き
は
、
年
金
手
帳

を
添
え
て
、
そ
の
都
度
忘
れ
ず
に

行
い
ま
し
ょ
う
。 

  

■
第
１
号
被
保
険
者
に
な
る
ケ
ー
ス 

　
第
２
号
被
保
険
者
が
退
職
さ
れ

る
と
第
１
号
被
保
険
者
（
第
３
号

被
保
険
者
に
な
る
場
合
は
除
く
）

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
方
に

扶
養
さ
れ
て
い
た
第
３
号
被
保
険

者
が
い
る
場
合
、
そ
の
方
も
第
１

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。 

■
第
２
号
被
保
険
者
に
な
る
ケ
ー
ス 

　
第
１
号
被
保
険
者
ま
た
は
第
３

号
被
保
険
者
が
就
職
し
て
厚
生
年

金
等
に
加
入
す
る
と
第
２
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
。 

■
第
３
号
被
保
険
者
に
な
る
ケ
ー
ス 

　
会
社
等
を
退
職
し
て
厚
生
年
金

等
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
の
被
扶

養
配
偶
者
に
な
る
方
な
ど
が
第
３

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。 

 

　
詳
し
く
は
、
姫
路
年
金
事
務
所

ま
た
は
住
民
生
活
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

○
姫
路
年
金
事
務
所 

　
　
０
７
９
・
２
２
４
・
６
３
８
２ 

○
住
民
生
活
課
（
内
線
３
７
４
） 

種
別
変
更
と
な
る
ケ
ー
ス 

自動車税の納期限は 

お忘れなく！ 

－兵庫県・県民局税事務所－ 

5月31日（火）です。 

第１号被保険者 
日本国内に住んでいる２０歳以上６０歳未満
の自営業者・農林漁業者・無職・学生な
ど 

市区町の国民年金担当窓口で行ってください。 

加入手続きは 

第２号被保険者 
厚生年金保険や共済組合に加入している
人（会社員・公務員など） 

勤務先が手続きを行います。 

加入手続きは 

第３号被保険者 
第２号被保険者に扶養されている２０歳以
上６０歳未満の配偶者（年収１３０万円未満） 

配偶者の勤務先が手続きを行います。 

加入手続きは 

１０ 



町
職
員
の
人
事
異
動 

町
行
政
組
織
を
改
正 

４
月
１
日
付
で
行
政
組
織
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。 

・
「
食
育
推
進
計
画
」
の
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
健
康
福
祉
課
（
保

健
セ
ン
タ
ー
）
に
食
育
推
進
係
を
新
設
し
ま
し
た
。 

・
財
団
法
人
の
解
散
に
伴
っ
て
、
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
を

町
営
と
し
、
社
会
教
育
課
の
施
設
に
位
置
付
け
ま
し
た
。 

：
 

４
月
１
日
付
で
職
員
の
異
動
を
発
令

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

（
　
）内
は
前
職 

 【
課
長
級
】 

△
下
水
道
課
長（
下
水
道
課
副
課
長
）

山
本
欽
也
△
水
道
課
長
（
水
道
課
参 

事
）長
澤
茂
弘
△
学
校
教
育
課
長（
下

水
道
課
長
）後
藤
守
芳 

【
副
課
長
級
】 

△
税
務
課
副
課
長（
総
務
課
副
課
長
）

尾
　
俊
也
△
健
康
福
祉
課
副
課
長（
企

画
財
政
課
課
長
補
佐
）谷
岡
周
和
△
ま

ち
づ
く
り
課
副
課
長（
ま
ち
づ
く
り
課

課
長
補
佐
）松
田
清
彦
△
下
水
道
課
副

課
長（
ま
ち
づ
く
り
課
副
課
長
）松
岡

美
尚
△
福
崎
町
社
会
福
祉
協
議
会
派

遣
事
務
局
長
（
健
康
福
祉
課
課
長
補 

佐
）三
木
雅
人 

【
課
長
補
佐
級
】 

△
総
務
課
課
長
補
佐（
税
務
課
課
長
補

佐
）大
塚
謙
一
△
産
業
課
課
長
補
佐（
産

業
課
農
地
林
務
係
長
）成
田
邦
造
△
健

康
福
祉
課
保
健
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐 

（
産
業
課
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
課
長
補

佐
）鎌
谷
順
子
△
ま
ち
づ
く
り
課
課
長

補
佐（
ま
ち
づ
く
り
課
用
地
係
長
）大

塚
久
典
△
社
会
教
育
課
エ
ル
デ
ホ
ー

ル
課
長
補
佐（
社
会
教
育
課
エ
ル
デ
ホ

ー
ル
文
化
係
長
）小
幡
伸
一 

【
係
長
級
】 

△
企
画
財
政
課
企
画
係
長（
住
民
生
活

課
公
害
係
長
）森
公
宏
△
税
務
課
住
民

税
係
長（
税
務
課
管
理
係
長
）大
畑
由

起
△
税
務
課
収
納
係
長（
税
務
課
住
民

税
係
長
）　
馬
明
弘
△
住
民
生
活
課
防

災
係
長（
ま
ち
づ
く
り
課
主
査
）山
本

克
典
△
住
民
生
活
課
公
害
係
長（
下
水

道
課
主
査
）小
川
知
男
△
産
業
課
土
地

改
良
係
長（
産
業
課
主
査
）増
山
剛
△

ま
ち
づ
く
り
課
管
理
係
長（
住
民
生
活

課
防
災
係
長
）竹
内
一
貴 

【
主
査
級
】 

△
企
画
財
政
課
主
査（
企
画
財
政
課
主

事
）
青
田
法
哉
△
住
民
生
活
課
主
査 

（
出
納
室
主
査
）溝
端
弓
子
△
健
康
福

祉
課
主
査（
健
康
福
祉
課
保
健
セ
ン
タ

ー
主
査
）森
友
香
里
△
産
業
課
主
査（
税

務
課
主
査
）鷲
尾
進
吾
△
産
業
課
生
活

科
学
セ
ン
タ
ー
主
査
栄
養
士（
健
康
福

祉
課
主
査
）川
端
智
代
△
ま
ち
づ
く
り

課
主
査（
議
会
事
務
局
主
査
）澤
田
和

也
△
下
水
道
課
主
査（
ま
ち
づ
く
り
課

主
事
）伊
藤
宏
祐
△
議
会
事
務
局
主
査

（
産
業
課
主
査
）吉
識
功
二
△
出
納
室

主
査（
健
康
福
祉
課
主
査
）長
澤
路
△

社
会
教
育
課
図
書
館
主
査
（
税
務
課

主
査
）山
口
瑞
穂 

【
主
事
級
】 

△
企
画
財
政
課
主
事（
下
水
道
課
主
事
）

山
本
直
之
△
税
務
課
主
事（
住
民
生
活

課
主
事
）
桑
島
冴
加
△
産
業
課
主
事 

（
出
納
室
主
事
）楠
田
真 

【
技
能
労
務
職
】 

△
総
務
課
用
務
員（
学
校
教
育
課
給
食

共
同
調
理
セ
ン
タ
ー
調
理
師
）三
浦
京

子
△
学
校
教
育
課
給
食
共
同
調
理
セ
ン

タ
ー
自
動
車
運
転
員
兼
調
理
員（
ま
ち

づ
く
り
課
土
木
工
手
）中
野
和
彦
△
学

校
教
育
課
給
食
共
同
調
理
セ
ン
タ
ー

調
理
師（
総
務
課
用
務
員
）上
阪
広
美 

【
嘱
託
職
】 

△
社
会
教
育
課
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
一
般

事
務
補
助
員
（
社
会
教
育
課
体
育
館

一
般
事
務
補
助
員
）中
野
佳
代 

【
幼
児
園
】 

△
学
校
教
育
課
福
崎
幼
児
園
副
園
長 

（
学
校
教
育
課
高
岡
幼
稚
園
副
園
長
）

浦
上
初
美
△
学
校
教
育
課
福
崎
幼
児

園
主
任
教
諭
兼
主
任
保
育
士
（
学
校

教
育
課
福
崎
幼
児
園
主
査
教
諭
兼
主

査
保
育
士
）長
澤
恵
△
学
校
教
育
課
福

崎
幼
児
園
主
査
教
諭
主
査
保
育
士（
学

校
教
育
課
福
崎
幼
児
園
教
諭
兼
保
育

士
）山
本
典
子 

【
幼
稚
園
】 

△
学
校
教
育
課
田
原
幼
稚
園
園
長（
学

校
教
育
課
福
崎
幼
児
園
副
園
長
）山
内

直
子
△
学
校
教
育
課
高
岡
幼
稚
園
副

園
長（
学
校
教
育
課
福
崎
幼
児
園
主
任

教
諭
兼
主
任
保
育
士
）谷
口
寿
美 

【
保
育
所
】 

△
学
校
教
育
課
田
原
保
育
所
所
長（
学

校
教
育
課
田
原
幼
稚
園
園
長
）
橋
本

は
つ
み 

【
採
用
一
般
職
】 

△
税
務
課
主
事
・
木
村
直
子
△
健
康
福

祉
課
主
事
・
雲
丹
亀
悠
平
△
ま
ち
づ
く

り
課
主
事
・
森
友
和
△
下
水
道
課
主
事
・

吉
田
卓
△
水
道
課
主
事
・
山
口
耕
平
△

社
会
教
育
課
主
事
・
矢
口
洋
一 

【
採
用
保
育
士
】 

△
学
校
教
育
課
八
千
種
保
育
所
保
育 

士
・
山
下
真
以
子 

【
採
用
嘱
託
職
】 

△
学
校
教
育
課
八
千
種
小
学
校
用
務 

員
・
奥
平
由
紀
子
△
学
校
教
育
課
高
岡

小
学
校
用
務
員
・
尾
藤
ゆ
か
り
△
社
会

教
育
課
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館

主
任
学
芸
員
・
村
上
由
希
子
△
社
会
教

育
課
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
施
設
管
理
員
・
藤

岡
資
芳 

【
採
用
臨
時
職
】 

△
住
民
生
活
課
一
般
事
務
補
助
員
・
内

藤
有
子
△
健
康
福
祉
課
一
般
事
務
補

助
員
・
田
中
亜
耶
△
出
納
室
一
般
事
務

補
助
員
・
平
岡
翔
真
△
健
康
福
祉
課
養

護
老
人
ホ
ー
ム
栄
養
士
・
井
口
和
子
△

社
会
教
育
課
歴
史
民
俗
資
料
館
事
務

補
助
員
・
長
尾
正
樹
△
社
会
教
育
課
体

育
館
体
育
指
導
専
門
員
・
大
西
岳
△
社

会
教
育
課
体
育
館
一
般
事
務
補
助
員
・

井
奧
ち
さ
と
△
学
校
教
育
課
福
崎
幼

児
園
臨
時
教
諭
兼
臨
時
保
育
士
・
増

田
庸
子
△
学
校
教
育
課
福
崎
幼
児
園

臨
時
教
諭
兼
臨
時
保
育
士
・
藤
尾
郁

奈
美
△
学
校
教
育
課
福
崎
幼
児
園
臨

時
教
諭
兼
臨
時
保
育
士
・
中
野
結
△
学

校
教
育
課
福
崎
幼
児
園
臨
時
教
諭
兼

臨
時
保
育
士
・
岡
本
あ
い
△
学
校
教
育

課
福
崎
幼
児
園
臨
時
教
諭
兼
臨
時
保

育
士
・
實
光
利
枝
子
△
学
校
教
育
課
福

崎
幼
児
園
臨
時
教
諭
兼
臨
時
保
育
士
・

石
川
祐
規
△
学
校
教
育
課
福
崎
幼
児

園
臨
時
教
諭
兼
臨
時
保
育
士
・
千
田

照
美
△
学
校
教
育
課
福
崎
幼
児
園
臨

時
教
諭
兼
臨
時
保
育
士
・
奥
田
真
帆
△

学
校
教
育
課
田
原
保
育
所
臨
時
保
育

士
・
山
下
郁
代
△
学
校
教
育
課
田
原
保

育
所
臨
時
保
育
士
・
若
畑
都
△
学
校
教

育
課
田
原
保
育
所
臨
時
保
育
士
・
大

杉
真
希
△
学
校
教
育
課
田
原
保
育
所

臨
時
保
育
士
・
井
上
逸
代
△
学
校
教
育

課
田
原
保
育
所
臨
時
保
育
士
・
大
野

安
里
沙
△
学
校
教
育
課
田
原
保
育
所

臨
時
保
育
士
・
衣
笠
千
晶
△
学
校
教
育

課
八
千
種
保
育
所
臨
時
保
育
士
・
堀

尾
明
美
△
学
校
教
育
課
八
千
種
保
育

所
臨
時
保
育
士
・
岡
本
美
菜
子
△
学
校

教
育
課
八
千
種
保
育
所
臨
時
保
育
士
・

藤
尾
友
里
△
学
校
教
育
課
高
岡
保
育

所
臨
時
保
育
士
・
中
野
知
美
△
学
校
教

育
課
高
岡
保
育
所
臨
時
保
育
士
・
水

谷
優
依 

  

△
水
道
課
長
・
豊
國
明
紀
△
学
校
教
育

課
長
・
志
水
清
二
△
福
崎
町
社
会
福
祉

協
議
会
派
遣
事
務
局
長
・
繁
内
幹
夫
△

社
会
教
育
課
図
書
館
長
・
小
田
茂
代
△

田
原
保
育
所
所
長
・
竹
本
和
代
△
社
会

教
育
課
歴
史
民
俗
資
料
館
専
門
員
・

村
上
由
希
子
△
社
会
教
育
課
民
俗
文

化
専
門
員
・
福
田
正
△
学
校
教
育
課
八

千
種
小
学
校
用
務
員
・
後
藤
廣
子
△
学

校
教
育
課
高
岡
小
学
校
用
務
員
・
山

内
み
さ
子
△
社
会
教
育
課
体
育
館
体

育
指
導
専
門
員
・
井
上
裕
美
△
社
会
教

育
課
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
施
設
管
理
員
・
橋

間
正
文 

退
職
者 

（
３
月
３１
日
付
） 
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農業委員会

農業委員会 
だより 

　農地法の改正により、農地の所有者や耕作者に対して、農地を適正か

つ効率的に利用しなければならない責務規定が設けられました。 

　また、農業委員会による農地の利用状況調査の実施が法定化されてい

ます。 

　福崎町農業委員会では、農地利用状況を

調査するために全町パトロールを行ってい

ます。管理が不十分であると判断された農

地には、指導を行いました。 

　これからも定期的に地域を巡回し、パト

ロールを行いますので、ご理解とご協力を

よろしくお願いします。 

遊休農地をなくそう！ 

問い合わせ先　福崎町農業委員会事務局（産業課内・内線３９４） 

農業委員会の指導 

遊休農地である旨の通知 

農地を適正に利用しているかを農業委員会が調査します。 

農業委員会が遊休農地であることを農地の所有者などに通知し
ます。 

必要な措置の勧告 
農業委員会が農地の所有者などに対して、誰かに貸すなど必要
な措置をとるように勧告します。 

利用に向けて協議 
指導対象農地のうち①については、遊休農地を利用したい者が
利用できるように、農業委員会が協議を行わせます。協議が不
成立の場合には、都道府県知事の調停、最終的には特定利用権
〔強制的賃借権〕の設定に及びます。 

通知を受けた農地所有者などは、今後の利用計画を具体的に示
した計画書を農業委員会に提出します。 

農業委員会が農地の所有者などに対して、農地を適正に利用す
るよう指導します。 

指導対象農地 
①現に耕作の目的に供されておらず、かつ、引き続き耕作の目
的に供されないと見込まれる農地 
②農業上の利用の程度がその周辺の地域における農地の利用の
程度と比べ、著しく劣っていると認められる農地 

指導対象農地が判明 

指導に従わない場合 

計画書の提出がない場合 
内容が不適切な場合　　 

勧告に従わない場合 

計画書を提出しない場合 
や、虚偽の届出をした場 
合は３０万円の過料 

松
く
い
虫
航
空
防
除
を
実

松
く
い
虫
航
空
防
除
を
実
施 

松
く
い
虫
航
空
防
除
を
実
施 

　
豊
か
な
自
然
と
緑
を
守
る
た
め
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
か
ら
の
薬
剤
散
布
に
よ
る
松
く

い
虫
防
除
を
行
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

実
施
日
時 

第
１
回
目
　
５
月
３１
日（
火
） 

第
２
回
目
　
６
月
２１
日（
火
） 

●
午
前
５
時
〜
９
時 

●
雨
天
、
濃
霧
、
強
風
時
は
、
順
延
し
ま
す
。 

散
布
場
所 

●
田
原
・
大
貫
地
区
（
日
光
寺
山
周
辺
の

山
林
） 

●
福
崎
地
区
（
板
坂
・
福
田
・
山
崎
の
松
林
） 

散
布
中
は
職
員
が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
ま
す

が
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
散
布
中
、
散
布
直
後
は
散
布
地
域
の
周

辺
で
は
、
万
一
に
備
え
、
窓
を
閉
め
、

食
べ
物
や
洗
濯
物
を
屋
外
に
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。 

・
散
布
当
日
は
、
散
布
区
域
の
森
林
に
立

ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

・
散
布
地
域
の
周
辺
で
養
蜂
を
し
て
い
る
場

合
は
、
巣
箱
を
一
時
他
の
場
所
に
移
動
す

る
な
ど
の
保
護
措
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
野
菜
等
に
、
万
一
、
薬
剤
が
直
接
か
か
っ

た
場
合
は
早
め
に
散
水
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
自
動
車
は
車
庫
に
入
れ
、
屋
外
に
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。 

・
体
に
薬
剤
が
か
か
っ
た
場
合
は
水
洗
い

し
、
医
師
の
診
察
を
受
け
て
役
場
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
期
日
等
に
つ
い
て
変
更
の
あ
る
場
合
は
、

防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

※
関
係
す
る
地
区
の
方
へ
は
、
各
戸
に
お

知
ら
せ
を
配
布
し
ま
す
。
　
（
産
業
課
） 
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子育て学習センター 
（ともだちひろば） 

福崎町福田176－1（文化センター2階） 

　22－7830　Fax22－2561
な　や　み ゼロ 

〈開設日時〉 
　火・水・木・金曜日　９：００～１５：００ 
　　　　　第４土曜日　９：００～１２：００ 
〈個別相談〉　毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
　５月１７日（火） 
　相談員：木村才子さん 

（祝日を除く） 

子育て支援に関することは Eメール ko-shien＠town.fukusaki.hyogo.jp

子育て支援センター 
（おひさまらんど） 

福崎町福崎新448－3（福崎幼児園内） 
　22－2308　Fax22－2313

〈開設日時〉 
　月曜日～金曜日　８：３０～１７：００ 
　　　　　土曜日　８：３０～１２：３０ 
〈個別相談〉　毎月第１火曜日　１０：００～１４：００ 
　６月７日（火） 
　相談員：井手晴子さん 

（祝日を除く） 

ドレミ　毎月第２木曜日　１０：００～１１：００ 

５月１２日（木）・６月９日（木）　八千種研修センター 

　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、身体

遊びなどを楽しみます。 

ぐりとぐら　毎月第１木曜日　１０：００～１１：００ 

６月２日（木）　文化センター　２階　和室 

　絵本の読み聞かせ、わらべうた、パネルシアターなど、

親子でいっしょに楽しみます。 

（問い合わせ先：子育て学習センター） 

「あそびのひろば」 

日　時　５月２４日（火）　１０：００～１１：３０ 
場　所　子育て支援センター 
テーマ　「０～１歳の子どもたち　こんな時親は・・・？」 
　　　　※個別相談員、スタッフもごいっしょします。 
対　象　０歳、１歳の子どもとその保護者 
申込方法　子育て支援センターへ 
定　員　１５組 

日　時　６月４日（土）　１３：３０～１５：００ 
場　所　文化センター　小ホール 
講　師　NPO法人　特別支援教育ネットワーク「がじゅまる」

　　理事　笹森理絵さん 
　　　　NHK教育TV「ハートをつなごう」「福祉ネット
　　　　ワーク」出演 
演　題　発達障害の理解と支援について 
　　　　　～当事者として思うこと　感じること～ 
　当事者として、発達障害の子どもを持つ母として、ま
た援助者として、さまざまなエピソードを通して、理解
されにくい困り感、どのように理解し、どう対処すれば
いいのかなどお話しいただきます。 
申込方法　各保育所、子育て支援センターまたは教育委
　　　　　員会・学校教育課へ。 
※託児します。ご希望の方は５月３０日（月）までにお申
し込みください。 

日　時：５月２５日（水）１０：００～１１：３０（受付９：４５～） 

場　所：文化センター　小ホール 

講　師：心理スペース「ぽれぽれ」 

　　　　　心理カウンセラー　いなまつ　ゆか　さん 

　「子育ては、難しくて大変だ」そう考える方が多いこ

とでしょう。しかし、子どもたちと向き合える期間は、

意外に短いもの。それなら、その貴重なひとときを、楽

しくすごしてみませんか。 

　感情のコントロール法、工夫の仕方、楽しみの見つけ

方、楽しいコミュニケーションの技などを学んで、ゆっ

たり、いきいきと、子育てを楽しみましょう。 

（問い合わせ先：子育て学習センター） 

　お父さん集まれ！お父さんの出番ですよ。いっしょに

遊びませんか？ 

日　時　６月１８日（土）　１０：００～１１：３０ 

場　所　福崎幼児園　お遊戯室 

対　象　１～３歳の子どもとその保護者 

申込方法　子育て支援センターへ 

日　　程 

 5 月 9 日（月） 

 5 月13日（金） 

 5 月16日（月） 

 5 月20日（金） 

 5 月23日（月） 

 5 月27日（金） 

 5 月30日（月） 

 6 月 3 日（金） 

 6 月 6 日（月） 

実施場所 

中島公民館 

井ノ口公民館 

大門公民館 

馬田公民館 

吉田公民館 

西光寺公民館 

余田公民館 

神谷公民館 

田尻公民館 

対象地区 

長目・中島・上中島 

井ノ口・北野 

大門・加治谷・亀坪 

馬田・出屋敷 

八反田・吉田 

西光寺・西野野垣内 

余田・庄 

桜・長野・神谷 

田尻 

※時間はいずれも１０：００～１１：００ 
※申し込み不要。対象地区以外の方も参加できます。 
※５月１６日はミニデイ利用者の方との交流を予定しています。 
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●文化センター行事予定（5/20～6/16） 

神崎学園 
日時：５月２６日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　６月９日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 
 
福寿学園 
日時：６月９日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　６月１６日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
 
老人大学一般教養講座（公開講座） 
　日時：５月２６日（木）　１３：２０～１５：００ 
　演題：「熟年の生活塾」 
　講師：元湊川女子短期大学 
　　　　　客員教授　田中利美さん 
＊上記公開講座は、一般の方も参加できます。 

サルビアセミナー（一般の方も参加できます） 
日時：５月２８日（土） 

　　　１３：２０～１５：００ 

演題：「ひとつの出会いから始

　　　　まった新たな挑戦」 

　～チャレンジし続ける二人～ 

講師：シドニーパラリンピック

　　　出場陸上選手　今井裕二さん（４３歳） 

　　　今井さんの伴走者　野口研治さん（３１歳） 

　目が見えなくなる過程で、「できないことばかりを
探すのではなく、できることを探そう」と考えた今井
さん。今井さんと出会い、「障害を考えることは、本
当の思いやりについて考えることである」と感じた野
口さん。 
　「全盲の部８００ｍの日本記録」という記録だけでは
なく、ひとつの出会いからたくさんのものが生み出さ
れてきました。２人の出会いや今までの取り組み、そ
して、今２人が挑戦していることをお話しいただきま
す。 

　国の「緊急雇用創出特別交付金」制度を活用し、町
が、離職を余儀なくされた方々などに対して雇用を行
い、就業の機会をつくります。 

　福崎町制５５周年を記念して、もちむぎのやかた北側

農地に町花サルビアを植えて「町章」と「５５」の文字を

形どる「サルビア田園アート」を実施します。町にと

ってはじめての取り組みであり、多くの団体や町民の

みなさんの参加をいただいて進めていく予定です。 

　今年の目標は、８月６日の柳田國男５０年祭で満開に

することです。 下記の条件を満たす方で離職を余儀

なくされた方、失業中の方など 

・Word、Excelなどを使ったデータ

入力が得意な方（日本語ワープロ

検定の資格をお持ちの方など） 

固定資産税課税資料の整理　など 

6月から10か月間以内（週4日程度） 

9：00～16：00の時間帯 

時給750円 

1人 

履歴書、その他失業者であることを

証明できるもの　など 

5月23日までに税務課・資産税係 

（内線345）へ 

募集対象 

仕事内容 

採用期間 

勤務時間 

賃　　金 

募集人員 

申込書類 

申込期限 

－緊急雇用創出事業－ 
家屋課税台帳・図面等電子化事業 

－緊急雇用創出事業－ 
家屋課税台帳・図面等電子化事業 

－緊急雇用創出事業－ 
家屋課税台帳・図面等電子化事業 

町制５５周年記念事業 

「サルビア田園アート」 

　「サルビア田園アート」の管理に協力いただけるボ

ランティアを募集しています。 

活動予定期間　６月１８日～９月３０日 

活動場所　もちむぎのやかた北側農地 

活動内容　サルビアの育成管理（水やりなど） 

募集締切　５月２５日（水） 

申込・問い合わせ先　産業課（内線３９３） 

　６月にはサルビア苗の移植（６月下旬～７月上旬の

２日間を予定）について、みなさんの参加を募集予定

です。 

※「サルビア田園アート」のコーディネイトは「NPO法人ハ
ートフルガーデン中播磨」にお願いしています。「ハート
フルガーデン中播磨」は、中播磨地域を中心に、オープン
ガーデンを通じて地域住民との交流や花を活かしたまちづ
くりを進めている特定非営利法人（NPO）です。 

ボランティア募集！ 

アルバイト募集 アルバイト募集 アルバイト募集 



文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日
は
、 

　
　
５
月
１７
日
（
火
） 

　
　
６
月
２１
日
（
火
） 

　
　
７
月
１９
日
（
火
） 

　
　
８
月
１５
日
（
月
） 

　
　
８
月
１６
日
（
火
）
で
す
。 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。（
８
月
中
の
利
用

は
、
６
月
２
日
か
ら
の
予
約
と
な

り
ま
す
。） 

★
月
の
初
日
の
受
付
時
間 

・
電
話
予
約
は
、
午
前
８
時
３０
分 

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。（
初
日
以 

外
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
） 

・
来
館
で
の
予
約
は
、
午
前
８
時

２０
分
か
ら
先
着
順
と
な
り
ま
す
。 

★
町
民
ふ
れ
あ
い
の
部
屋 

　
月
曜
日
と
木
曜
日
は
大
広
間
の

一
部
を
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
風
呂
利

用
者
ま
た
は
昼
食
を
申
し
込
む
方

は
休
憩
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
簡

単
な
昼
食
は
当
日
申
込
で
き
ま
す
。 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
石
け
ん
、
タ
オ

ル
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

 

巡
回
バ
ス
「
動
く
画
廊
」
の 

お
知
ら
せ 

　
巡
回
バ
ス
を
動
く
画
廊
と
し
て
、

車
内
に
保
育
所
児
、
幼
稚
園
児
の

絵
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

　
５
月
１５
日
（
日
）
か
ら
６
月
１１

日（
土
）は
、
八
千
種
幼
稚
園
で
す
。 

　
巡
回
バ
ス
を
ご
利
用
の
う
え
、

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
健
康
福
祉
課
） 

 

平
成
２３
年
度
Ｊ
Ｒ
福
崎
駅
前

駐
車
場
使
用
申
込
追
加
募
集 

　
現
在
、
Ｊ
Ｒ
福
崎
駅
前
駐
車
場

に
区
画
の
空
き
が
あ
る
た
め
、
使

用
申
込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

使
用
を
希
望
す
る
方
は
、
印
鑑
・

自
動
車
検
査
証
の
写
し
を
持
参
の

う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

契
約
期
間 

　
契
約
月
〜
平
成
２４
年
３
月 

募
集
区
画
数
　
３
区
画
（
内
、
普

通
車
用
区
画
２
区
画
、
軽
自
動

車
用
区
画
１
区
画
） 

使
用
料
金
　
１
区
画
１
か
月
あ
た

り
５
１
５
０
円 

申
込
先
　
企
画
財
政
課 

そ
の
他
　
先
着
順
と
し
、
定
員
に

な
り
次
第
、
募
集
を
終
了
し
ま

す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
企
画
財
政
課
（
内
線
２
３
２
） 

 

新
規
学
校
卒
業
者
求
人
取
扱

説
明
会
開
催 

　
平
成
２４
年
３
月
新
規
学
校
卒
業

予
定
者
の
求
人
申
込
み
手
続
き
及

び
採
用
選
考
の
留
意
点
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
会
が
次
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。 

日
時
　
６
月
８
日（
水
） 

　
　
　
１４
時
〜
１５
時
３０
分 

場
所
　
姫
路
キ
ヤ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

　
　
　
３
Ｆ
　
錦
扇
の
間 

対
象
者
　
姫
路
所
管
内
事
業
所
の

事
業
主
及
び
人
事
担
当
者 

実
施
機
関
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路 

※
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫

路
　
学
卒
部
門
（
　
０
７
９
・

２
２
２
・
４
６
９
０
）
へ
。 

　
「
福
崎
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
」
へ
の
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
３
月
分
） 

寄
附
者
・
寄
附
金
額 

福
崎
工
業
団
地
協
議
会
　
様 

　
１
５
０
万
円 

松
岡
嘉
男
　
様
（
福
崎
町
） 

　
３
万
３
３
０
円 

ふ
る
さ
と
納
税
　
　 

　
　
　
寄
附
の
お
礼 

お知らせ 

information

　「障害者計画及び障害者福祉計画」を策定するため、
住民代表、有識者、保健・福祉関係者等で構成する
計画策定委員会を設置します。そこで、意見や提言
を幅広く反映させるため、住民代表のうち２人の委
員を募集します。 
応募資格 
・町内在住の２０歳から７０歳までの方 
　（平成２３年６月１日現在） 
・平日の昼間に開催する会議に出席できる方 
　（年４回程度） 
募集人員　２人 
任　　期　委嘱の日から平成２４年３月末まで 
応募締切　５月３１日（火） 
応募方法　健康福祉課にある指定の応募用紙に記入し、

持参、郵送、ｅメールで提出してください。 
応 募 先　健康福祉課・町民福祉係（内線３５４） 
　　　　　fukushi@town.fukusaki.hyogo.jp

　福崎町では「食育推進計画」を策定しました。こ
の計画を推進するため、住民代表、各関係者等で構
成する食育推進委員会を設置し、住民代表として委
員を募集します。食育に関心のある方は、ぜひご応
募ください。 
応募資格 
・町内在住の２０歳から７０歳までの方 
　（平成２３年６月１日現在） 
・平日に開催する会議に出席できる方 
　（年２～３回程度） 
募集人員　２人 
任　　期　委嘱の日から平成２５年３月末まで 
応募締切　５月３１日（火） 
応募方法　保健センターにある指定の応募用紙に記入

し、持参、郵送、eメールで提出してください。 
応 募 先　保健センター・食育推進係（内線３６０） 
　　　　　fukushi@town.fukusaki.hyogo.jp

障害者計画・障害者福祉計画策定委員 食育推進委員会委員 

応募用紙は町公式ホームページにも掲載しています。応募多数の場合は抽選とします。 

委員を募集します 

１５ 



野
球
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
新
規
登
録
チ
ー
ム
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
企
業
・
友
達
同
士
の
チ

ー
ム
で
協
会
の
試
合
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
？ 

詳
し
く
は
事
務
局
へ
。 

　
２２
・
１
１
５
３
（
体
育
館
内
） 
  

柔
道
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
３
月
６
日
（
日
）
、
大
阪
府
守

口
市
民
体
育
館
で
「
第
３４
回
守
口

市
少
年
柔
道
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
小
学
校
２
年
生
の
部
で
参
加
者

８０
人
中
、
福
崎
小
学
校
の
常
陰
司

竜
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。 

ス
ポ
ー
ツ 

布
教
師
の
笑
み
つ
つ
法
話
灌
佛
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
平
穏
に
雲
茜
し
て
春
日
落
つ 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

春
日
差
す
縁
に
動
か
ぬ
白
き
猫 

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

放
し
飼
い
鶏
の
啄
ば
む
名
草
の
芽 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

朱
の
椀
に
京
の
花
麩
や
雛
の
膳 

　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

振
袖
の
娘
を
並
べ
撮
る
雛
の
壇 

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

花
柄
の
傘
に
ひ
ら
ひ
ら
春
の
雪 

　
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

 

京
菓
子
の
老
舗
に
匂
う
さ
く
ら
餅 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
ち
よ
の 

 

病
み
癒
え
て
歩
く
楽
し
さ
青
き
踏

む
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

猫
柳
風
と
戯
れ
日
と
遊
ぶ 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

春
の
昼
ゆ
っ
く
り
廻
る
観
覧
車 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

三
世
代
譲
り
て
飾
る
明
治
雛 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

プ
ラ
ン
タ
ー
に
去
年
の
名
札
名
草

の
芽
　
　
　
　
　
　
松
岡
寿
賀
子 

 

孫
娘
婚
の
日
い
つ
か
雛
飾
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
ふ
じ
子 

 

春
日
中
笑
顔
の
孫
が
逢
い
に
来
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
水
田
　
翠
女 

 

髪
染
め
て
旅
に
出
る
朝
春
日
和 

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
繁
女 

 

涅
槃
絵
図
解
く
か
た
り
べ
の
老
法

師
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

花
を
散
ら
す
山
の
風
あ
り
美
し
き
あ
の
川
土
手
の
花

は
如
何
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
朝
加
都
良 

 

春
兆
す
空
さ
だ
め
な
く
玻
瑠
越
し
に
筆
持
つ
手
元
を

明
暗
よ
ぎ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
淨
代 

 

針
の
梅
寒
の
戻
り
の
雪
か
ぶ
り
つ
小
さ
き
枝
に
蕾

五
・
六
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
井
記
美
子 

 

雪
消
え
て
野
菜
畑
に
陽
の
射
せ
ば
早
春
菜
の
花
我
れ

摘
み
お
り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
　
輝
代 

 

如
月
も
終
ら
ん
と
し
て
日
の
位
置
の
移
り
に
気
付
く

庭
木
々
の
陰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

こ
の
年
に
初
降
る
雨
は
日
の
暮
の
寒
さ
を
絞
り
心
ふ

る
は
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

ふ
き
の
薹
冷
え
こ
む
朝
の
畑
す
み
に
首
出
し
つ
つ
時

を
計
ら
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

月
の
面
に
兎
の
餅
を
搗
く
影
を
目
出
度
き
日
日
と
重

ね
見
て
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
田
垣
婦
美 

 

氷
砂
糖
の
か
け
ら
ひ
と
つ
を
ふ
ふ
み
つ
つ
推
敲
な
せ

り
寒
き
夜
更
け
に
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

 

半
年
前
夫
逝
き
た
り
と
泣
く
女
の
背
中
小
さ
し
風
の

畑
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

う
れ
し
い
か
問
え
ば
大
き
く
う
な
づ
い
て
春
一
番
は

ブ
ラ
コ
コ
揺
ら
す
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

箱
よ
り
出
し
掌
に
の
せ
み
た
る
姫
雛
の
丸
き
ま
る
き

眼
何
み
つ
め
い
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

ホ
ッ
ホ
ッ
ホ
ホ
夜
の
鳥
寡
黙
に
啼
き
て
ゐ
る
中
有
の

父
を
求
め
ゐ
る
か
や
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

き
ざ 

わ 

こ
う
べ 

つ
ま 

ひ
と 

て 

か
ん
ぶ
つ
え 

は
な
ふ 

こ 

と 

ね 

は
ん 

え 

ず 

と 

俳

句

会 

短

歌

会 

１６ 

お
お
む 

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会
開
催 

　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委

託
を
受
け
た
特
定
非
営
利
活
動
法

人
コ
ム
サ
ロ
ン
２１
が
運
営
を
し
て

い
ま
す
。
働
く
自
信
が
な
い
、
ニ

ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
１５
歳

か
ら
概
ね
３９
歳
ま
で
の
若
者
や
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
、
相
談
業
務

や
講
座
な
ど
を
通
じ
て
メ
ン
タ
ル

面
と
キ
ャ
リ
ア
面
の
両
方
か
ら
支

援
し
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
、
中
播
磨
地
区
（
神

河
町
・
市
川
町
・
福
崎
町
）
を
対

象
に
、
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
５
月
２６
日（
木
） 

　
１３
時
３０
分
〜
、
１４
時
３０
分
〜
、

　
１５
時
３０
分
〜 

　
各
１
人
・
予
約
制 

会
場
　
サ
ル
ビ
ア
会
館
　
２
階
　

研
修
室
（
福
崎
町
役
場
北
） 

内
容 

・
心
の
問
題
を
抱
え
る
若
者
や
そ

の
保
護
者
か
ら
の
相
談 

・
就
労
し
よ
う
と
す
る
若
者
に
対

し
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る

相
談
　
な
ど 

締
切
　
５
月
１９
日（
木
）ま
で 

主
催
・
共
催
　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
神
河
町 

　
・
市
川
町
・
福
崎
町 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
産
業
課
（
内
線
３
９
３
） 

各種の相談事業（定例分） 各種の相談事業（定例分） 
サルビア会館でさまざまな相談を受けていますのでご利用ください。 

母子相談 
　毎月第2・4月曜日　10:30～15:00 
　（担当＝健康福祉課・内線353） 

行政相談 
　毎月第3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝総務課・内線221） 

人権相談 
　毎月第3水曜日　10:00～15:00 
　（担当＝住民生活課・内線374） 

なやみごと相談 
　毎月第1・3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝社会福祉協議会・　○0300） 23



スポーツクラブ会員募集！！ 
「いつでも、どこでも、誰とでも」をモットーに、みなさんの近くでスポーツクラブが活動
を行っています。一度足を運んでみませんか。 
※詳しくは第１体育館へ（　２２－１１５３・月曜日休館） 

種　　　目 

バ ド ミ ン ト ン  
 

ソフトバレーボール  
 

ア ス リ ー ト ク ラ ス  
 
バ レ ー ボ ー ル  
卓 球  
フ ッ ト サ ル  
サ ッ カ ー  
ソ フ ト ボ ー ル  
硬 式 テ ニ ス  

活動曜日 
水 
土 
金 
日 
金 
土 
土 
日 
金 
土 
日 
土 

活動時間 
20：00 ～ 22：00 
17：00 ～ 18：30 
20：00 ～ 22：00 
16：00 ～ 18：00 

20：00 ～ 22：00 
 

　9：30 ～ 11：30 
　9：30 ～ 11：00 
18：00 ～ 22：00 
10：00 ～ 11：30 
　9：00 ～ 11：00 
10：00 ～ 12：00

活動場所 
 
 
 

 
高 岡 小 学 校 体 育 館  

 
 
 
町 民 第 ２ 体 育 館  

高 岡 小 学 校 運 動 場  
 
ス ポ ー ツ 公 園  

備　　　考 
大人の部 
子どもの部 
第３週のみ活動 
 
 

第３週以外に活動 
 
 
 
休部 
 
夏季は時間を変更する 

【たかおかスポーツクラブ】　22－6585

種　　　目 

バ ド ミ ン ト ン  
 
ヨ ー ガ 体 操  
バ レ ー ボ ー ル  
ソフトバレーボール  
ジ ャ ズ 体 操  

障害者スポーツ教室  
ｆ r i e n d s c h o o l  

太 極 拳  
 
卓 球  
サ ッ カ ー  
シニアソフトボール  
軟 式 野 球  
ソ フ ト ボ ー ル  
硬 式 テ ニ ス  
グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ  

活動曜日 
月 
土 
水 
木 
金 
木 

土 
 
火 
金 
土 
土 
土 
土 
火 
日 
土 

活動時間 
19：30 ～ 22：00 
19：00 ～ 22：00 
19：30 ～ 21：00 
19：30 ～ 21：30 
19：30 ～ 21：30 
19：30 ～ 20：30 

　9：00 ～ 12：00 
 

19：30 ～ 21：00 
 

19：30 ～ 21：00 
　9：00 ～ 12：00 
13：00 ～ 16：00 
14：00 ～ 17：00 
18：30 ～ 20：00 
　9：00 ～ 12：00 
　9：00 ～ 12：00

活動場所 
 
 
 

福 崎 小 学 校 体 育 館
 

 
 
 
 
福 崎 小 学 校 体 育 館  
町 民 第 １ 体 育 館  
福 崎 西 中 学 校  

福 崎 小 学 校 運 動 場  
 
 
ス ポ ー ツ 公 園  
 
市 川 河 川 敷 公 園  

備　　　考 
育成コース 
 
 
 
 
 

第１･第３週 
 
 
上級者コース 
 
 
 
小学３年生以下は１５:３０まで 
 
夏季は時間を変更する 

【スポーツネットワークＵＳ】　23－1257

種　　　目 
 
バ ド ミ ン ト ン  
 
剣 道  
リ フ レ ッ シ ュ 体 操  
柔 道  
卓 球  
ソフトバレーボール  
 
サ ッ カ ー  
 
グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ  
軟 式 野 球  
ウ ォ ー キ ン グ  

活動曜日 

金 
 
土 
日 
月 
土 
土 
火 
 
 
 
土 
金 
日 

活動時間 
19：00 ～ 21：00 
20：00 ～ 22：00 
19：00 ～ 21：00 
19：30 ～ 21：00 
19：30 ～ 20：45 
19：00 ～ 20：30 
19：30 ～ 21：00 
19：30 ～ 21：30 

 
 
 

　9：00 ～ 11：00 
18：30 ～ 20：00 
　8：00 ～ 10：15

活動場所 
 
 
田 原 小 学 校 体 育 館  
 
 
田原小学校体育館道場 
福崎東中学校体育館卓球室 
福 崎 東中学校体育館  

町 民 第 １ グ ラ ン ド  
 
八 千 種 小 学 校  

田 原 小 学 校 運 動 場  

町 民 第 １ グ ラ ン ド  
クラブハウス前（集合） 

備　　　考 
中級者以上コース 
一般コース 
初心･初級者コース 
 
 
 
 
小学４年生以上 
 
 
 
７月までは福崎浄化センター 

【田原スポーツクラブ】　24－5252

種　　　目 
バ レ ー ボ ー ル  
卓 球  
ウ ォ ー キ ン グ  
軟 式 野 球  
サ ッ カ ー  
グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ  
ヨ ー ガ 体 操  
太 極 柔 力 球  

活動曜日 
金 
土 
日 
日 
月 
土 
月 
木 

活動時間 
19：30 ～ 21：30 
18：00 ～ 19：45 
　8：00 ～ 10：00 
14：00 ～ 16：00 
19：00 ～ 20：00 
　9：00 ～ 11：00 
　9：30 ～ 11：30 
　9：30 ～ 11：00

活動場所 

八千種小学校体育館  
 
 

八千種小学校グランド 
 
 

八 千 種 研修センター  

備　　　考 
小学３年生以上 
 
 
 
 
 
 
第３週は休み 

【八千種スポーツクラブ】　23－2423

火 

木 

18：00 ～ 20：00 
19：30 ～ 22：00

ジュニア（小学５・６年生） 
Jrユース（中学生） 
ジュニア（小学３・４年生） 
Jrユース（中学生） 

１７ 



春から　新しい環境で　がんばっているあなた 
　1日の生活の中に　ゆとりの時間を　持つことができていますか No.277

１８ 

平成23年度  がん検診推進事業 平成23年度  がん検診推進事業 平成23年度  がん検診推進事業 
健やかな人生を送るために・・・がん検診受診率50%をめざして 

　国のがん検診推進事業を受け、乳がん・子宮がん・大腸がん（男女）の無料
クーポン券を発行します。 
　町が実施する子宮がん、乳がん検診は、偶数年齢を対象としますが、クー
ポン対象者は奇数年齢でもお受けします。大腸がんは、町の無料年齢と同様
です。 
　対象者には、５月下旬に個別通知を行います。 

乳がん・子宮頸がん・大腸検診無料クーポン券を交付します 

年齢 

20歳 

25歳 

30歳 

35歳 

40歳 

生年月日 

Ｈ 2 年4月2日～Ｈ 3 年4月1日 

Ｓ60年4月2日～Ｓ61年4月1日 

Ｓ55年4月2日～Ｓ56年4月1日 

Ｓ50年4月2日～Ｓ51年4月1日 

Ｓ45年4月2日～Ｓ46年4月1日 

子宮頸がん検診 

年齢 

40歳 

45歳 

50歳 

55歳 

60歳 

生年月日 

Ｓ45年4月2日～Ｓ46年4月1日 

Ｓ40年4月2日～Ｓ41年4月1日 

Ｓ35年4月2日～Ｓ36年4月1日 

Ｓ30年4月2日～Ｓ31年4月1日 

Ｓ25年4月2日～Ｓ26年4月1日 

乳がん検診・大腸がん検診（男女） 

（
平
成
２３
年
４
月
１
日
現
在
） 

対
象
年
齢 

　いずみ会は、「私たちの健康は、私たちの手で」

を合い言葉に、食生活改善活動を展開し、住みよ

い地域づくりに取り組んでいます。今年度もこの

活動仲間を増やすため、みだしの講座の受講生を

下記のとおり募集しています。ふるってお申し込

みください。また、修了者には、知事の修了証書

が交付されます。 

 

開催日時　６月～１２月　毎月第１・３木曜日 午前中 

　　　　　開講式は６月２日（木） 

内　　容　健康づくりと食育に関する基礎知識を

身につけることをめざした内容 

対 象 者　神崎郡内在住で、食に関心のある方 

　　　　　（男女不問） 

開催場所　中播磨健康福祉事務所　 

募 集 数　神崎郡内で２０人程度 

　　　　　（当該講座修了生を除く） 

受講費用　テキスト代(1,３００円程度) 

　　　　　調理実習費（随時：２００～３００円） 

募集期間　５月９日（月）～２５日（水）　 

申込方法　電話・ＦＡＸなどで中播磨健康福祉事

務所地域保健課へ直接申し込んでくだ

さい。（申し込みに必要な項目：氏名・

住所・電話番号） 

　　　　　　２２－１２３４　FAX２２－６６８０ 

※カリキュラムについても、上記にお問い合わ

せください。 

兵庫県主催
 

兵庫県主催
 



成年後見制度とは… 
　認知症や知的障害等の理由で、判断能力の不
十分な人が財産管理や日常生活での契約等を行
うときに、不利益を被ったり悪徳商法等の被害
者になることを防ぐなど、みなさんの権利と財
産を守り支援する制度です。 
　成年後見人など支援する人が本人に代わって
契約を行ったり、貯金等の財産管理を行います。 
 
成年後見制度利用支援事業の内容 
　・利用申請手続きの支援 
　・申請費用及び後見人報酬の助成 
　・申請者がない場合は町長による申立 

　成年後見制度をもっと活用していただくため、
その利用を支援する事業を開始しました。 

保健センターだより 

第113号 

　今回の東日本大震災では多くの方が被災され、

不自由な生活を送られています。震災当初から

集団避難のニュース映像が多く放送されました。 

　その避難所のニュース映像にホワイトボード（貼

り紙）がよく映っていたのをご存じでしょうか？

そのホワイトボードには、その避難所で食べ物

が配られる時間など、さまざまな情報が書かれ

ています。なぜホワイトボードが必要なのでし

ょうか？ 

　それは主に聴覚障害者のための情報掲示板な

のです。厚生労働省統計（２００９年）によると、聴

覚障害者は、岩手、宮城、福島県で約１９０００名も

おられます。また、老化による難聴（老人性難聴）

の方は、その約２０倍とも言われています（高齢

者の４人に1人は老人性難聴があると言われて

います）。聴覚障害者にとって、ホワイトボー

ドは重要な情報を得る唯一のものなのです。そ

のために避難所では、いち早くホワイトボード

が持ち込まれました。この取り組みは「阪神大

震災時に、食べ物や毛布などを受け取れない聴

覚障害者がたくさんおられた」経験を活かした

ものなのです。 

　聴覚障害者は外見からではわかりません。そ

のため、聴覚障害は、発達障害や高次脳機能障

害と同じように「気づかれにくい障害」と言わ

れています。私たちの生活では、情報伝達はこ

とばが優先的に使われています。また、“自動

車が後方から来た”など、状況を把握するのに

も音（聴力）が重要な役割を果たしています。つ

まり老人性難聴の方も含め聴覚障害者は、健常

な人と比べものにならないほど生活のしにくさ

があり、さらに周囲からは気づかれにくい特徴

があります。 

　私たちの周りには、聴覚障害者、老人性難聴

の方はもちろん、さまざまな障害により、生活

のしにくさを有している方がたくさんおられます。

そのことを前提として、「気づき」と「心くばり」

をすることが大切ですね。 

１９ 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

10か月児のあばばクラブ 

3 歳 児 健 診  

一般希望者 

妊 婦  

乳児希望者 

幼児希望者 

H２２.６月生まれの児 

H２３.２月生まれの児 

Ｈ２２.７月生まれの児 

H２０.４・５月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

６/１３（月） 

月～金 

６/１３（月） 
 

６/１３（月） 

５/２５（水） 

５/２５（水） 

６/１５（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター行事予定（５/２０～６/１９） 

予防接種名 場所 受付時間 対象年齢 

ポ リ オ ５/２４（火） 生後３月～９０月未満 

月日（曜） 

保健センター １３時３０分～１４時 

＊三種混合（ＤＰＴ）、二種混合（ＤＴ）、麻しん風しん混合（ＭＲ）、
日本脳炎は、指定医療機関にて随時行っています。（要予約）
対象者は忘れずに、接種を受けましょう。 
　三種混合（ＤＰＴ）、日本脳炎を受ける際は、接種間隔に気を
つけましょう。 
＊麻しん風しん混合（ＭＲ）は、中学１年生・高校３年生の方を
対象に行っています。４月～６月が推奨時期となっていますの
で、推奨時期内での接種をおすすめします。 

地域包括支援センター発 

『成年後見制度利用支援事業』始まります 『成年後見制度利用支援事業』始まります 『成年後見制度利用支援事業』始まります 

事業の詳しい内容や成年後見制度に関する相談は 
地域包括支援センターへ 

こうむ 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
子 育 て学習センター  
子 育 て支援センター  
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  
社 会 福 祉 協 議 会  

第１デイサービスセンター 
第１在宅介護支援センター 
第２デイサービスセンター 
第２在宅介護支援センター 
ホームヘルパーステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
（財）柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/

編集・発行/福崎町広報委員会　〒679－2280　兵庫県神崎郡福崎町南田原3116番地の1　TEL0790○0560 FAX0790○0687　印刷/中井綜合印刷㈱ TEL0790○0300２２ ２３ ２２ 

町民のうごき 

平成２３年３月末現在 

７，１３９世帯 
９，３１４人　 
　１６８人　 
１５人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，６４５人 
１０，３３１人 
　１３６人 
８人 
 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

２０ 

 　
西
田
原
に
あ
る
東
広
畑
古
墳
か
ら
出
土
し
た
「
柄

頭
」
。
柄
頭
と
は
、
大
刀
の
持
ち
手
の
先
端
部
分

の
金
属
器
で
す
。
錆
や
土
を
除
去
し
、
保
存
処
理

を
行
っ
て
、
よ
う
や
く
そ
の
姿
を
現
し
ま
し
た
。

神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館
で
現
在
公
開
中
。
ぜ
ひ

間
近
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
関
連
記
事
２
ペ
ー
ジ
） 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

今
回
か
ら
新
シ
リ
ー
ズ 

「
参
画
と
協
働
編
」
で
す
。 

　
み
な
さ
ん
が
利
用
さ
れ
て
い
る
町
立
図
書
館
の
運
営

は
、
「
図
書
館
応
援
隊
」
の
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。 

　
図
書
館
応
援
隊
は
、
①
障
害
者
へ
の
補
助
②
子
供
た

ち
の
本
へ
の
興
味
を
導
く
補
助
③
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
の
運

営
④
館
内
外
の
美
化
活
動
⑤
企
画
広
報
と
い
っ
た
分
野

に
分
か
れ
、
複
数
の
グ
ル
ー
プ
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
今
回
私
た
ち
が
注
目
し
た
の
は
布
絵
本
の

グ
ル
ー
プ
で
す
。 

　
貸
出
カ
ウ
ン
タ
ー
の
一
角
に
並
べ
ら
れ
た
手
作
り
の
か
わ
い
ら
し
い
布
絵

本
。
こ
れ
ら
を
作
ら
れ
て
い
る
の
は
１０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で
す
。

も
と
も
と
布
絵
本
は
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
手

縫
い
の
温
か
み
あ
る
布
絵
本
は
一
般
の
方
か
ら
も
人
気
で
、
平
成
２０
年
か
ら

個
人
へ
の
貸
し
出
し
も
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
６９
冊
に
も
な
り
、
多
く
の
方
々
に
絵
本
を
読

む
喜
び
と
絵
本
に
触
れ
る
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。 

　
手
縫
い
と
い
う
大
変
な
作
業
な
が
ら
も
、
「
好
き
だ

か
ら
続
け
ら
れ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
メ
ン
バ
ー

み
な
さ
ん
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。 

（
岸
村
由
紀
子
、
福
田
好
美
、
三
輪
麻
衣
子
） 

つ
か 

が
し
ら 

さ
び 


